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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 C 62853：2020 
 (IEC 62853：2018) 

ディペンダビリティ マネジメント－ 

マネジメント及び適用の手引－オープンシステム 

ディペンダビリティ（開放系総合信頼性） 

Dependability management-Guidance for management and application-

Open systems dependability 

 
序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された IEC 62853 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

オープンシステムとは，その境界，機能及び構造が時間とともに変化し，様々な視点に応じて異なった

認識及び記述のされ方をするシステムである。オープンシステムのディペンダビリティは，実環境で長期

的に運用されるシステムのライフサイクルに関して鍵となる属性である。オープンシステムディペンダビ

リティとは，期待されるサービスを要求されたときに要求されたように提供できるよう，目的，目標，環

境及び実際のパフォーマンスの変化に対応し，利害関係者の説明責任を継続的に維持する，というオープ

ンシステムの能力である。アベイラビリティ，信頼性，保守性及び支援性を含め，ディペンダビリティ属

性の概念自体は，オープンシステムについても従来のシステムと変わらない。しかし，オープンシステム

では，単独でシステム又はそのリスクを完全に理解する利害関係者はいない，という文脈でこれらの属性

を考える。 

オープンシステムは，常にマルウェアによる攻撃にさらされているため，セキュリティは特に重要であ

る。また，オープンシステムは，その生涯を通じて継続的に変化するので，その設計プロセス（例えば，

製品開発のスパイラルモデルでモデル化されるもの）は，システムの全存続期間を通じて一定程度の活動

を継続する。 

この規格は，IEC 60300-1 の示すディペンダビリティ マネジメントをオープンシステムに関して詳細化

するものであり，オープンシステムのディペンダビリティ マネジメントのための追加的手引を提供する。 

この規格は，四つのプロセスビューを用いてオープンシステムディペンダビリティの手引を提供する。

各プロセスビューは，システムのライフサイクルを記述するためのものとして JIS X 0170:2020 で規定さ

れているプロセス，アクティビティ及びタスクから連関するものを選択し，組み合わせている。 

－ 変化対応プロセスビュー 

－ 説明責任遂行プロセスビュー 

－ 障害対応プロセスビュー 

－ 合意形成プロセスビュー 


